
 

第２期「田辺市地域コーディネーター養成講座」（平成 21年度） 

第４回講座報告書 

 

 

 
 

 

日時：平成２１年１２月２０日（日曜日） 

会場：田辺市民総合センター 

 

田辺市教育委員会 生涯学習課 
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第４回講座概要 

■日時 平成２１年１２月２０日（日曜日） 13:30～16:45 

 

■会場 田辺市民総合センター ２階 交流ホール、相談室１ 

 

■出席 ◇受講生 公民館推薦 １１名 

         自主参加   ７名 

         公民館主事 １５名  計３３名 

 ◇企画委員       ２名 

西川一弘（和歌山大学紀南サテライト） 

福田勝也（県生涯学習課学びの丘） 

    ◇オブザーバー 

     ・社会教育委員 

（高垣副議長、西川委員） 

・公民館長      ５名 

    池本館長、下中館長、井本館長、橘館長、西田館長 

◇事務局        ３名 

      大門生涯学習課長・小川生涯学習推進係長・中田地域教育主事 

 

■日程 

13:30     開会 

13:35～14:37 講義① 

演題『若者支援の現場から』 

講師：NPO法人ﾊｰﾄﾂﾘｰ・南紀若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ 南 芳樹氏 

        講義② 

         演題『本宮地域の高齢者の現状と課題』 

         講師：田辺市社会福祉協議会 本宮地区事務所 折戸瑞穂氏 

14:37～14:47 休憩 

14:47～15:47 グループ討議 

        テーマ「若者・高齢者が抱える課題をどう解決するか！」 

ファシリテーター：和歌山大学理事・副学長 堀内秀雄氏 

15:47～16:09 グループ発表（６グループ） 

16:09～16:14 コメント 

 南 芳樹氏、折戸瑞穂氏 

16:14～16:27 まとめ 

 和歌山大学理事・副学長 堀内秀雄氏 

16:27～16:30  第５回講座の説明  

西川一弘企画委員 

16:30     閉会 

16:30～16:44  チーフ会議 
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班 № 氏名 館区 出席 備考 班 № 氏名 館区 出席 備考

1 佐武　範一 東部 ○ ﾁｰﾌ 1 折戸　富子 本宮拠点 ○ ﾁｰﾌ

2 滝本　勝己 万呂 欠 2 楠本　秀樹 中部 ○
サブ
発表

3 中山　幸彦 上秋津 ○ 3 湯本　浩至 稲成 ○

4 玉置 　りさ 龍神拠点 欠 4 濱中　由喜雄 芳養 ○

5 山本　純司 南部 ○
サブ
発表

5 大野　　 塁 長野 欠 サブ

6 坂本主事 中央 ○
サブ
記録

6 三栖主事 中央 ○

7 榊原主事 中部 ○ 7 宮本主事 万呂 ○

8 上田主事 本宮拠点 欠 8 雨積主事 龍神拠点 欠

9 初山　明日香 生涯学習課 ○ 記録

1 榎本　喜守 中部 ○ ﾁｰﾌ 1 山下　善久 中芳養 ○
ﾁｰﾌ
発表

2 松場　三恵子 上芳養 ○ 発表 2 地本　明日香 秋津 欠

3 坂本　政士 秋津川 欠 サブ 3 稲田　太祐 ひがし ○

4 小松　利幸 大塔拠点 欠 4 羽根　益次郎 本宮拠点 ○ サブ

5 山本　喜理 東部 欠 5 室谷　正幸 大塔拠点 欠

6 山下主事 中央 ○ サブ 6 森口主事 中芳養・上芳養 ○

7 高根主事 秋津・秋津川 欠 7 山本良主事 三栖・長野 ○

8 戎　主事 ひがし ○ 記録 8 辻主事 大塔拠点 ○
サブ
記録

9 岡本　将之 生涯学習課 欠

1 濵窄　忠人 西部 欠 ﾁｰﾌ 1 榎本　博文 南部 ○ ﾁｰﾌ

2 峯　      積 中芳養 ○ 記録 2 富家　弘行 三栖 ○

3 谷　 　美鈴 新庄 ○ サブ 3 大森　一司 中辺路拠点 欠

4 松﨑　吉信 稲成 欠 サブ 4 木下　和哉 万呂 ○
サブ
発表

5 松下主事 中央 ○ 発表 5 加藤　榮子 東部 ○

6 山本浩主事 西部・稲成 ○ 6 能城主事 芳養 ○ 記録

7 岡本主事 東部・南部 欠 7 鍋島主事 新庄 欠

8 池田主事 中辺路拠点 ○ 8 下田主事 上秋津 ○ サブ

3 6

第２期　「田辺市地域コーディネーター養成講座」　第４回講座出席名簿

1 4

2 5
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【講義の内容】 

 

 講義①：『若者支援の現場から』 

講 師：NPO法人ﾊｰﾄﾂﾘｰ・南紀若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ 訪問指導員  南 芳樹 氏 

 

 今日は、若者支援の現場から学ぶこと、そこから見えてくる若者の課題についてこれ

からお話しする。 

 

◇訪問支援員の活動 

  NPO法人ﾊｰﾄﾂﾘｰは、もともと田辺でひきこも

り青年の居場所としての活動を続けてきた。若

者の次の支援・次のステップになると、必ず就

労・仕事という問題が出てくる。若者を支援し

ていく中で、仕事がゴールではないと考えてい

るが、成長し社会へ出て行く時に「仕事」とい

う壁にぶち当たった時にしんどくなる青年が多

い。その時、就労（仕事）に関してどういった

支援ができるのかというと、南紀若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰ

ｼｮﾝでは対象をひきこもりだけに関わらず、ニー

ト・フリーターを含む若年の無就業者、今現在

働いていない人に対して支援することとなった。 

  課題の中には、ひきこもりや不登校など諸々

の事情で社会に出て行くことがまだまだ困難で、

そこまでの力が持てていない人がたくさんいる。そういう人のために家庭訪問という

支援や、職場体験実習など就労の一歩手前のところで外に出て行くステップアップの

お手伝いとして訪問支援をしている。紀南全域を担当している。 

 

◇今、若者が抱える課題 

今、若者が抱える課題として、青年たちが抱える「生きにくさ」がある。自分が関

わる青年の多くは、ひきこもりや不登校に関わらず共通の印象として、「～でなければ

ならない。」という思いを強く持っている。この裏には、周囲の目や親からのプレッシ

ャーがある。次に、「当たり前が出来ない自分」というのは、周囲の目や親からのプレ

ッシャーとも関わるが、自分の年代では働いていて家庭を持って収入を得ていないと

いけないという当たり前だが、青年たちはそういう当たり前ができていな自分が非常

に嫌いである。そのことで自分を否定する「自己否定」につながっていく。もう一つ

の特徴は、非常にネガティブな思考が強い。関わりの中では、レク体験や外での遊び

を企画する。その活動では、動いたり遊んだり外にも出て９９％楽しいのに、関わり

で１％だけ嫌なことがあると、全部嫌だったとか面白くなかったという感想になる。

その一場面だけを強調して、全部嫌だったという体験になる。３つに共通することは、

自分自身を肯定できないということである。 
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◇自己肯定感を持てない社会 

  では、なぜ若者は自分を肯定することができないのかということについて理由を考

えてみたい。自己肯定感が持てない社会ということで、まず、「勝ち組・負け組」と言

う言葉は普通に使われ、何がおかしいか感じないことも多い。近年の高学歴・高収入

社会の中で、「勝ち組・負け組」という言葉の出現があった。その結果、若者だけでな

く大人の価値観の中に、「負け組」＝ダメな人間という意識が芽吹いている。「勝ち組・

負け組」という言葉の怖いところは、人間の価値は学歴や収入だけで判断されるのか

というとそうではないが、そういう判断がされる安易で危険な社会の仕組が近年目立

ってきている気がする。「勝ち組・負け組」という言葉は、高度経済成長期に出てきた。

データで見ると、不登校問題もこの高度経済成長期に増加していった。人間の価値を、

中身ではなくて外見で判断されることが非常に危険である。 

次に、様々な評価に疲れる若者がある。ある週刊誌の特集記事に載っていたが、一

つは、「東大に入れるためのお弁当レシピ」というのがあって、自分の子を東大に入れ

るためには、お弁当をこういう献立にして、野菜もご飯もお肉もバランス良く作らな

ければいけないという記事である。お弁当を作ったり家族みんなでバランスの良い食

事をとったりということは、子どもが育つ環境としては非常に大事なポイントではあ

るが、そういうお弁当を作らないと東大に入れないとか、いい大人になれないという

ことは別の話である。本来、家族の中で無償の愛情として行われるべき「家族の愛情」

が価値の基準の一つに入っていて、記事として売れている世の中になっている。もう

一つは、「モテ子、ブス子の行動様式」というのがある。思春期の子どもにはもてる子

どもやもてない子どもの行動様式には共通点があり、一つの例として、キティちゃん

のキャラクターを今集めている子どもはブス子に入る。自分の好きなキャラクターを

集めることは悪いことではないが、流行ものから少し廃れてきたものに固執する子は

今はダメなんだということが、思春期の女性がよく読む年代の雑誌の特集として組ま

れていた。この裏側には何があるのか。今の若者は、「勝ち組・負け組」にもあったよ

うに、学校の成績は非常に問われる。それが「勝ち組」になるのか「負け組」になる

のかという基準と、それプラス学校の成績以外（身の回りの持ち物や自分の趣味趣向）

でも評価される環境の中にさらされている現実がある。自分が社会や集団の中でどの

位置になるかということを常に配慮して気を遣いながら生きている。そんなことを毎

日考えながら過ごせばしんどくなるのは当たり前であり、そういう生きにくい現実が

ある。そんな中、保護者や学校の先生たちは「ありのままの自分でいいよ」というけ

れども、一歩外に出れば現実には評価される社会であり、若者は「ありのままの自分

でいい」とは到底思うことはできない。現実には矛盾があり、若者は疲れたり神経を

すり減らしたりしている。 

次に、「ふつう」と「個性的」（普通を認められない保護者や大人）と書いている。

例として、「何か一つ、何でもいいからこれだけは誰にも負けないものを持たせたい」

「自信がない子なので、これだけはできるという特技を身につけ、自信をつけさせた

い」ということがある。自分はまだ結婚もしていなくて子どももいないので思ったこ

とはないが、子どものいる方の中にはこういうことを思った方がたくさんいると思う。

人に負けないものを持っている子はごく一部の子である。みんなが人に負けないもの

を持っているとオリンピックに出る子はものすごく多くなる。そうでないから、そう
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いう特技を持っている子が目立つのである。大多数のいわゆる「ふつう」の人が悪い

のではなく、その「ふつう」の人が縁の下で力を支えているからこそ社会が成り立っ

ているのである。しかし、それを認められない親が増えている。そこから生まれる問

題は、自分がそこにいてもいいのかという安心感（＝自己肯定感）は、何かできるも

のや何か負けない特技があるからというものではなく、また、特技を自分にトッピン

グすることで生じるものでもない。普段からの関わり、つまり、普段から「あなたが

いていいんやで」ということが安心感につながっていく。それを認められない親の中

で生活していると、結果としては、どんなに頑張っても「今の自分のままではダメな

んだ」という無力感を慢性的に感じるようになる。そんな環境の中では、自分を肯定

することはますます難しい。自己肯定観が持てない社会というものに、多くの若者は

思春期にその壁にぶち当たる。思春期というものは、自分の存在を確実にする時期で

ある。喜び・悲しみ・辛さ・楽しさがある様々な経験や活動をする中で、自分の存在

（居ていいという存在）を確実にする時期であるが、自己肯定感を持てない社会の中

では自分の存在を確実にすることが難しい若者の中に、結果として思春期の時期が非

常に長引く子どもたちがいる。今関わっている若者の中には、３０代後半の人がいる。

自分より一回り以上年上だが、今思春期の真っ最中である。 

 

◇自己責任の独り歩き 

  『自立』という言葉は、いろい

ろなところでよく聞く。青少年・

若者支援の中でも「自立に向けて」

とか「自立を支援する」という言

葉があるが、『自立』という言葉の

意味を皆さんにも考えてもらいた

い。『自立』という言葉は、「何で

も自分ひとりで、何でも自己責任

で、人生を背負っていく」ことで

はない。人間は社会を形成するの

で、会社の中でも、「自分一人ではダメだ、自分一人では抱えきれないから他の人も協

力して助け合っていこうよ」という声を出せることが『自立』である。助け合ってい

こうといえる、自分の強みも弱みも分かることが『自立』という言葉である。「結果が

伴わないのは本人の努力が足りない」という考え方や論理は、若者や貧困者の人を追

いつめる結果になる。 

 

◇地域における若者支援の在り方 

  ハートツリーがやっている支援の在り方をお話する。 

まず、ひきこもりの課題やひきこもりの問題を抱える青年への理解では、悩みや苦

しみを抱える青年を理解して、共に支援していくための協力体制である。具体的には、

ひきこもりに関する市民講座の開催がある。ハートツリーでは、ひきこもり検討委員

会と共催して啓発をかねて毎年講座を開催している。昨年度の市民講座は５回開催し、

のべ２５０名を越える人（本人・家族・関係者等）が参加した。各種イベントへの参
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加やボランティア参加では、ボーリングや散歩・美術館に行ったりするが、その時に

ボランティアで参加してくれる人がある。また、ボランティアを講師とするイベント

の開催（アロマテラピーや手品ショー）も行った。 

  農業体験や就労体験などの社会体験の提供では、ひきこもりの青年や課題を持った

青年を理解し協力していただける一般の事業所や NPO団体などでの就労体験やボラン

ティア体験をしている。地域で体験し、地域で力を身につけ、地域で彼らの肯定感を

高めていくことが社会参加への大きな一歩であり、同時に大きな壁（地域だから出て

行きにくい、地域だからみんなに知られたくない）でもある。 

  次に、社会体験を通して多くの人との関わりを持つことで、彼らの成長につながる

と思う。今年度は、田辺青年ネットワークと共催し、備長炭公園で風鈴づくりとバー

ベキュー体験をした。和歌山県でのひきこもり支援は全国でも先駆的な県であり、『ひ

きこもり者社会参加支援センター』は県内に和歌山市・岩出市・田辺市の３ヵ所ある。

各団体ごとの１泊２日の体験はやっていたが、今年１２月に串本青少年自然の家で県

内３ヵ所の支援センターの合同合宿を行った。メンバー２０名、スタッフを入れて総

勢３０名が参加し、１泊２日でレクや勉強会を行った。この不特定多数の人との関わ

りを持つことで本人の世界（今までは家でひきこもっていたり、接触が家族だけだっ

たりと視野が非常に狭い中で生きてきたが、同じしんどさを持っている人がいて話が

できる）は膨らみ、社会とのつながりを実感できた体験だと思う。一般的に、ひきこ

もりの人はこういうものに参加しないと思うが、感想を見てみると、彼らは人との接

触を嫌っているのではなく、むしろ接触はしたいのだが接触にあたっていろいろな不

安を持っているので、そこを支援者がバックアップして体験を積み重ねていことで彼

らに返るものは大きい。 

 

◇今後の課題として 

  最後に、今後の課題としては、青年への早期的なアプローチが必要である。学齢期

の不登校児やしんどさを持つ若者へは、対応が早ければ早いほど予後はいいと言われ

ている。１日学校を休んだ子と１年学校を休んだ子では、１日学校を休んだ子の方が

行きやすく１年休んだ子は行きにくい。だから、対応は早ければ早いほどよい。しか

し、問題としては、１５歳までの青年の管轄は文部科学省・教育委員会であり、自分

たちが行っている青年の対象は１５歳以上で管轄は厚生労働省に変わる。本人にとっ

てはそんなことは関係なく、関われる人がいれば関わりたいという気持ちを持ってい

るので、今後はいかに教育の関係機関とも連携してどう支援していけるかである。そ

れには、支援組織と当事者との間で橋渡ししてもらえるような人・役割が重要になっ

てくる。自分の理想としては、この地域コーディネーターのあるべき姿・目指すべき

姿ではないかと思う。 

  また、特別なニーズを持つ青年への支援では、単に「ひきこもり」「不登校」という

問題で語られることが多いが、その背景には様々な問題が隠れている。近年では、広

汎性発達障害と言われ、福祉手帳が持てない、知的レベルでは療育手帳など福祉の制

度にのることができないが、支援の必要性があるという若者が非常に多い。そういう

青年には、医療や福祉機関との連携が必要不可欠である。また、精神保険福祉領域で

も問題をいろいろと同時に抱えている若者も多いので、スタッフの専門的な知識や専




